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所長第2期を迎えて
伊藤 克敏
計らずも､2期日の所長に選出され､光栄至極
であると共に､責任の重大さを痛感しています｡
1期日は次の事業を中心に活動を進めて来まし
た｡語学教育中心の研究機関から言語と人間の根
源的な関わりを問うような総合的な言語研究を目
ざす研究センター設立を試み､規約も部分的に改
正し､｢言語研究センター｣という名称に変更す
ることに3月の運営委員会で一応の結論が出され
ています｡規約について再度見直しをし､しっか
りした形で各学部教授会に提出し度いと思ってい
ます｡昨年より運営委員会と所員､更に所員間の
意志疎通をよくするために年3回ニューズレター
を発行することになりました｡学会報告､研究報
告､書評､エッセー､運営委員会決定事項等を盛
込むことになっていますが､記事の内容やレイア
ウト等について御意見をどしどしお寄せ頂き度く
思います｡
また､3月に初めて社会人対象に ｢語学教養講
座｣を開催し､英語､西語､中国語の3カ国語で
予想以上の受講者があり､好評を得たことを共に
喜び度いと存じます｡今後､更に発展させて行き
度いと意気込んでいますので､所員各位の御協力､
御鞭接をお願いします｡また､今秋､外国人対象
の日本語講座を開催すべく準備を進めています｡
これは今後外国の大学との姉妹校提携にも関わ
り､また､日本語教員養成課程の学生の教育実習
との関係からも熱い目ざLが注がれており､準備
委員会を発足させ､万全の体制作りをすべく努め
ております｡
それから､昨年より懸案になっているのが共同
研究班の結成で､企画委員会で具体的な案を作り､
何とか共同研究をスタートさせ度いと委員一同張
切っております｡差当りは図書購入について共同
研究班に或程度便宜を計る方向で検討してはどう
か､といった意見が出されています｡この点につ
いても各位の積極的な御協力をお願いする次第で
あります｡
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